
「加治木中学校の加治木太鼓踊り伝承活動の取組」 

１．学校名 姶良市立加治木中学校 

２．学年・人数 １年生 32人 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所  

令和７年10月16日（木）～10月30日（木）のうち11日間 加治木中学校 

⑵ 発表の日時・場所 

令和７年10月31日 文化祭 加治木中学校体育館等 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴ 名 称 

加治木太鼓踊り（かじきたいこおどり） 

⑵ 由来等 

加治木太鼓踊りは,姶良市加治木町内の各地区に伝わる伝統芸能で,江戸

時代に始まったとされている。現在では地域の豊作や安全を祈願し,太鼓

の音に合わせて踊ることで,神々への感謝と祈りを表現している。主に地

元の祭りや行事で披露され,地域の人々に親しまれている。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

 毎年，西別府地区吉左右踊・太鼓踊保存会の方々に来校していただき，１

年生を対象に指導していただいている。練習した成果を文化祭で発表し，そ

の際，指導していただいた方々に来校していただき，感想等の話もしてもら

っている。 

 また，地域行事等にも生徒が積極的に参加している。 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

○ 私は太鼓踊りで朝鮮兵として踊りました。最初は太鼓がやりたいと思っ

てましたが，地域の方々に丁寧に教えていただき，楽しく文化祭で発表す

ることができました。【生徒】 

○ 一から地域の方々に教えてもらい少しずつ上達していきました。私は太

鼓をやりましたが肩が痛すぎてやめたくなりました。でも，みんなで協力

しながらたくさん練習を頑張れたので達成感がありました。最後にみんな

に見てもらって「すごいね」と言われたのがとても嬉しかったです。【生徒】 

 

文化祭で披露した様子 

〔文化財伝承等の取組事例〕 


